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特集 ポスターの作り方② 

皆さん、学びあってるか～い！ そして、やればできるぞー！ さて、前回に引き続き、今回も

ポスターの作り方についての特集です。前回は、「ポスターは『見せる』メディアである」ことを

具体例も挙げてお伝えしました。参考になったでしょうか？ 

今回は、トホホなポスターにならないために、「これだけはやってはいけない！」を特集したい

と思います。「見せる」に逆行する「読ませる」レイアウト、支離滅裂な情報提示、フォントや色

で内容の薄さを誤魔化すこと、論外のルール違反など、生徒作成のポスターに散見される「やって

はいけない！」の数々・・・。注意しようね！ 

《修正前のポスター》 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまけ 
やってはいけない４   
 
苦し紛れのルール違反！ 
 
 論文やネット記事のコピペ 

 図表の不正盗用 

 データのねつ造 

やってはいけない１  
 
ポスターを「読ませる」 
のはNG！ 
 
 何が大事な情報なのかわからない 

 図表で示す方が分かりやすいのに

文章で説明している 

 説明することが全部書いてある 
--------------------------------------- 
【右の例】文字ばかりで見づらい。 

見出しも目立たないうえ、要約もない。 

図示した方がよい部分も文章で書いて

いる。 

 

やってはいけない２  
 
支離滅裂な情報提示！ 
 
 研究の目的と結論（まとめ）は 

マッチしてますか？ 

 研究の目的と方法は？ 

 データと考察は？ 

--------------------------------------- 

【右の例】説明に不必要な図版や 

グラフまで掲載されている！ 

やってはいけない３  
 
誤魔化しポスター 
 
 変なタイトルで奇をてらう 

 統一感なく様々なフォントを使う 

 統一感なく様々な色を使う 

 意味のない図表を使う 

【出典】宮野公樹『学生・研究者のための伝わる! 学会 
ポスターのデザイン術』p119,化学同人（2011） 



《修正後のポスター》 

 

 

情報が整理され、ひと目見て全体の構造がわかるように工夫されていますね！ 

【出典】宮野公樹『学生・研究者のための伝わる! 学会ポスターのデザイン術』p119,化学同人（2011） 


